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井上　仁†

九州大学情報基盤センターでは,本学における教育・学習活動を支援するシステムとして,

コース管理システム　　　　　　　　　　　　　　「　」を運用しています。

CMSとは

高等教育機関における1学期分の講義など,ひとまとまりの教育プロセス

(-コース)において,講義時間だけではなく,課外時間での教育・学習

活動も含め,トータルに支援することにより,教育効果および学習成果を

最大にするためのシステム

と定義され　　以下の機能を備えています([21より引用)0

1.教材作成・提示,メール・電子掲示板等の学生とのコミュニケーション,オンライン

テストの作成・実施・採点・分析,課題の作成・提出・採点・返却,シラバス作成・

提示など,教員やティーチングアシスタント　　　　　　　　　　による「教育活動

を支援する機能」

2.教材閲覧・検索,オンラインノート,セ/レフテストによる学習理解度確認,コースに

おけるテストや課題レポート等の成績確認,ブックマーク・ホームページ等のコース

に関する情報管理など,学生の「学習活動を支援する機能」

3.コース-の学生等の登録・削除,授業アンケートの作成・実施・分析,テスト・課題

等の成績管理,学生の学習進捗管理など,教員やTAによるコース内での教育活動に

付随する「コース管理業務を支援する機能」

4.システム-のユーザの登録・削除,コースデータのバックアップ等　　　の運用・

保守のために必要な「システム管理業務を支援する機能」

情報基盤センター広報では,これまでに, 『eラーニングシステム　　　　　　の紹介』

年　　　　　で　　　の機能面を中心に解説し, 『特集「eラーニングシステム

ー導入と利用の展開-」』　　年　　　　　で授業におけるさまざまな実践事例を紹介して

きました。

cMSの利用は,個々の授業(コース)における教育・学習活動を単に支援するだけでなく,

学生の主体的な学習活動を促し,また教える側がその学習を支援することによって教育が充

実する基盤となり得ます。この利点は,個別の授業において実施するよりも組織的に取り組

んだ場合によりはっきりとした形で現れると思われます。カリキュラム上での検討に基づき

多くの授業でCMS等のシステムを活用した場合,授業の時間を越えた主体的な学習が学生

にとって「あたりまえ」の状況になる,つまり自発的な学習態度が文化として定着するとい

うことが期待できます。大学間の競争が激化している昨今の状況においては,教育内容にも
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特　　　　集

増して,大学や各部局がこのような土壌を育てることが大きな力になると考えられます。

以上のことから,今回　　　　を組織的に利用している事例を紹介することにしました。

医学研究院・医療系統合教育研究センターの吉田素文先生には, 『wBTによる医療系統合

教育』と題して,平成16年度文部科学省「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」に採択

されたプロジェクトを紹介していただいています。このプロジェクトでは　　　　を組織的

に利用しており,特に医学部医学科,医学部保健学科,歯学部では,平成17年度から学部

教育において　　　の利用を開始しました。

歯学研究院(現在山口大学)の有働公一先生には, 『歯学研究院における　　　を利用した

電子シラバスと講義コースの構築』と題して,歯学研究院における組織的な取組みと

の活用事例について紹介していただいています。

国際交流部には, 『国際交流専門委員会における　　　の利用について』と題して,学内

の専門委員会での利用について紹介していただいています　　　は,本来教育・学習活動を

支援するためのシステムですが,本事例のように一種のグループウェア的な利用も可能です。

最後になりましたが　　　　は以下のURLで利用できます。情報基盤センターでは,定

期的な　　　　講習会の開催,メーリングリストによる情報交換,授業での活用事例の紹介

等を行っています。詳細については,下記の　　　のページをご覧ください。
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